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FRC（Field-Reversed Configuration）は，理想的には

ポロイダル磁場のみからなるコンパクトトーラスで

ある。FRCの磁場構造は，外部磁場に対して中心軸

上に反転磁場が存在し，磁場がゼロになる磁気軸で

はベータ値が無限大となる。 

日本大学のFAT-CM装置では，対向して生成された

二つの初期FRC様プラズモイドを衝突・合体させ，

磁束量の大きなFRCを生成する実験を行なっている。

二つの生成領域から磁気圧勾配により，準定常磁場

が形成された閉じ込め領域（図1）に移送される。閉

じ込め領域中央付近での衝突速度（衝突前のプラズ

モイドの相対速度）は音速・アルヴェン速度を超え，

衝突・合体過程を経て，単一のFRCが生成される[1]。
衝突時にFRCは破壊的な擾乱を受け，一度磁場構造

が破壊されるにもかかわらず，再び反転磁場構造が

形成される[2]。しかし，実験条件によっては反転磁

場構造の再形成が観測されないこともあり，その再

形成条件は明らかになっていない。 

本研究では，内部磁場構造の直接計測[3]と衝突時

のプラズモイドの密度や移送条件，また，ミラー比

との関係から反転磁場が再形成される条件について

検証する。 

閉じ込め領域において準定常磁場コイルの駆動条

件を変更することで，図1（b）に示すような，準定

常磁場のミラー比をRm ~ 2.4からRm ~2.0，2.9と制御

し，衝突合体過程を観測した。閉じ込め領域のミラ

ー磁場が反転磁場の再形成に影響及ぼすことは，こ

れまでの実験や2次元抵抗性MHDシミュレーション

によって示唆されているが[4, 5]，今回の検証した条

件下では，半径，衝突位置がほぼ同じ時，全ての条

件で反転磁場の再形成が見られた（図2(a)）。一方で，

いずれの条件下においても，衝突位置が閉じ込め領

域中央付近から外れると反転磁場が観測されない傾

向が見られた（図2(b)）。このことからミラー比の制

御より衝突位置を制限することで，反転磁場が再形

成されやすくなると予想される。ミラー比の再形成

依存性に加え，密度および衝突速度の依存性につい

ても評価する。 
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図 2 衝突合体過程における反転磁場の(a)再形成，(b)

再形成されない時の磁場径方向分布の時間発展

（ミラー比 Rm ~ 2.0 ） 

 
図 1 (a)FAT-CM 装置の閉じ込め領域，(b)準定常磁場 
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